
書籍「成功するアジャイル開発」を出版いたしました

企業向けアジャイル開発支援を手掛ける、株式会社ギガスリート（所在地：東京都港区、代表取
締役：大垣伸悟）は、書籍「成功するアジャイル開発」を、2021年2月23日(水) 
 に出版いたしました。

「成功するアジャイル開発」

https://www.amazon.co.jp/dp/B08X6MR9FP

【背景】

私がなぜアジャイル開発について説明する本を書こうと思ったのか。

その理由は、アジャイル開発という手法は非常に誤解の多く、ただ導入しただけではすぐにうま
くいかない現状があることについての問題意識からです。
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「今回のプロジェクトから一気にウォーターフォールモデルから脱却するぞ！」「これからはア
ジャイル開発だ！」と勢いよく始めたものの、徐々にその思いは失速し、プロジェクト思ったよ
うに進まずどんどんと問題が立ち現れては累積し、ついには「このプロジェクトの特性を考える
とウォーターフォールモデルの方が適切である」と言って、いつの間にやらウォーターフォール
モデルに逆戻りしていく、 という現場も少なくないのではないでしょうか。

こうした問題が起こる原因のうちの一つは、アジャイル開発で最も目立つ特徴のうちの一つ、反
復的な開発（イテレーティブな開発）
に注目しすぎるあまり、「反復さえしていればアジャイルである」という思い込みから、「とり
あえず反復していればＯＫ」と考え、プロジェクト全体の期間を何回かに分けて反復しているよ
うなスケジュールを引き、アジャイルをやっているつもりになってしまう。つまりはアジャイル
とはいったい何なのかについての本質的な理解が不足している状態でありながら、しかし理解し
たつもりになってしまっている、といった錯覚現象のもたらす弊害があります。

そしてアジャイル開発というものを熟知してくると、アジャイルなプロジェクト、
アジャイルなチーム、アジャイルな組織、アジャイルな人材、アジャイルな意思決定、アジャイ
ルなコミュニケーション、といったような「アジャイルな〇〇」といったキーワードでもアジャ
イルを説明できるようになります。

しかし本当のところ、アジャイルの本質とは一体何なのでしょうか。

私はソフトウェア開発をうまく成功させたいというニーズに対して、コンサルティング・コーチ
ングを行って、プロジェクトを支援してきました。そしてその中でたくさんのことが分かってき
ました。

その分かったことを本書を通じて皆さんにお届けすることで、皆さんのプロジェクトが成功する
ための助けになればと思います。もし皆さんがたった今アジャイル開発に取り組んでいて、すで
に何か悩まれていたり、更に上手くやれるのではないかと疑問に思っていたりするのであれば、
本書が役立つかもしれません。

ぜひ本書で得られた知識を現場で活かしていただければと思います。
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【株式会社ギガスリートについて】

代表取締役 大垣伸悟

本社：東京都港区六本木2-4-9 アソルティ六本木一丁目ビル10F

URL：http://gigathlete.com

設立：2011年6月2日  

資本金：2424万円

事業内容：野球リーグ運営、コンサルティング
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